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授 業 の 玉 手 箱

　　「韓国の英語授業」 を参観して　　　　　　
　

　
 東條　加寿子　

9 月 8 日から 6 日間、 教職課程 『教職フィールドワーク （韓国）』

のプログラムで学生とともにソウルを訪れ、 小学校から大学までの英語

の授業を参観した。 訪問した学校の状況で韓国の英語授業を一般化

することはできないが、 きわめて印象的な点がいくつかあった。

まず、 小学校から、 英単語の品詞をしっかりと教えていることである。

韓国では小学校 3 年から英語が教科として教えられているが、 私立

学校では小学校 1 年 （一部幼稚園） から英語が本格的に教えられて

いる。 （英語を教える幼稚園は教育熱心な保護者に大人気であること

は想像に難くない。） 参観した私立小学校 3 年生の授業は生徒１2 人

程度の少人数クラス、 ネイティブ教員によるオールイングリッシュのクラ

スである。 ここでは、 品詞の違いについて教え、 名詞、 形容詞や動

詞の語彙を生徒から次々に引き出していた。 タイマーで 1 分間がセッ

トされ、 生徒は知っている形容詞を順にどんどん発言していく。 時間

が経過するとプロジェクタで写し出されたスクリーン上で Time-bomb が

爆発する。 名詞、 形容詞、 動詞の役割をしっかり定義し、 一つの文

には必ず一つの動詞がなければならないと教える。 同じく小学校 3 年

生のクラスでは、 前置詞が扱われており、 スクリーンには次のような穴

埋め問題が示されていた。 なかなかの難度である。

He walked slowly _____the art table.

These shapes hang high ____ the floor.  （選択肢：above, toward 他 2）

一方、 高校のリーディングのクラスでは、 デジタルボードにテキスト

が映され、 教師はスクリーンをタップすることで音声を出したり、 次ペー

ジに進んだりすることができる。 生徒たちは、 まず音声を聞きながら文

にスラッシュをいれ、 次に教師が文法や語彙を説明しながら読み進め

ていく。 韓国語を介した英語の授業で、 日本の従来的な授業と類似

しているが、 相違点は、 文を順送りに読む進度が速いこと。 教師の

問いかけに対して、 生徒たちはコーラスで （声を合わせて） 答えなが

らポイントをどんどん書き込んでいく。 教師の問いかけは単語の意味

や、 文構造に関するもので、 例えば allow がでてくると、 “allow （教

師）” “allow someone to do （生徒群）”、 “permit （教師）” “permit 

someone to do （生徒群）” “request （教師）” “request someone to do

（生徒群）”　のように、 同義語や類義語について次々と口頭で確認が

行われる。 授業テンポが速い印象は、 電子黒板利用で情報が瞬時に

示されること、 指名して一人に答えさせる方式ではないため沈黙の時

間がないことから感じとられるのだろう。 教師の質問にクラス全体が即

座に答えながら授業が進められる形態は、 別の高校で参観した時に

も見られたので、 韓国の学校教育を通して規律化している形態なのだ

ろう。

高校視察では、 一つ面白いものを発見した。 各教室の後ろに、 高

さが 1 メートルほどの高い机が置いてあるのだ。 尋ねると、 授業中、

眠くなった生徒は自主的にテキストをもってこの机に移動し、 立って授

業を受けるというのだ。 確かに、立ったままで寝るというのは至難の業、

自ずと睡魔は去っていこう。

いずれにせよ、 日本にはない授業の “仕掛け” はなかなか興味深

いものであった。  授業参観を許可してくださった先生方、 その生徒た

ちには心から感謝である。
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　　『私も 「移動する子ども」 だった』

　　川上郁雄 （編著） くろしお出版 2010 年　1,470 円 224 ページ

　総務省の発表によると、 2013 年 3 月末時点

での住民基本台帳における居住外国人は 198

万人であり、 東京都 ・ 愛知県 ・ 大阪府などに

おいては総人口における割合がいずれも 2％を

超えている。 ここに含まれるのは、 日本におけ

る滞在が 3 カ月をこえる外国人、 特別永住者で

ある （朝日新聞 2013.8.29 朝刊）。

　経済のグローバル化にともない、 ヒト ・ モノ ・

カネの行き来が量においてもスピードにおいて

も加速度を増す今日、特に本稿に最も関わるの深い 「ヒト」 の移動は、

留学・就労・国際結婚の三要素において顕著である。 これにともない、

国境を越えて、 必ずしも自分自身の国籍に関係なく 「複数の言語環

境を移動する子どもたち」 の数も増えている。 彼らの特徴は、 本書の

表現を借りると、 以下の三点にまとめられる。

1. 親や子ども自身が、 国境を越えて 「移動」 している

2. 二つ以上の異なる言語に触れながら、つまり、言語の間を 「移動」

しながら成長している

3. 外国語教育や母語教育などのカテゴリーの間を 「移動」 する

　このような子どもたちは、 社会的には 「差別」 や 「いじめ」 にあうこ

とや、 学業的には 「成績不振」 に苦しむこともある。 何よりも、 自己

のアイデンティティをどのように捉えるか、 形成するかという点で壁に

ぶつかるものも少なくない。 本書ではその点にフォーカスして 「自分

の中にある多様な背景や複数の言語を一人の人間としてどのように受

け止め、それを人間の生き方にどう生かしていくかというテーマ」 （p.9）

に、 各分野の著名人へのインタビューを通して迫る。 インタビューを

書き起こすスタイルをとり、 口語スタイルや繰り返しなども含む、 できる

だけ話者からのオリジナル発話を記録している。 この事から、 読者は

各人の What they speak という側面だけでなく HOW they speak という

個性をも雄弁に語る側面についても知ることができる。

（夫　　明美）

　2020 年の東京オリンピック開催が決まった。 佐藤さんの招致スピー

チは心を打った。 .... What we have seen is the impact of the Olympic 

Values as never before in Japan. And what the country has witnessed 

is that those precious Values… Excellence, Friendship and Respect

… can be so much more than just words. 東北の人々にも元気を送り

たい。 言葉以上のことを届けられる教員でありたい。

＊＊第 26 回勉強会 「英語の教え方教室」 ＊＊

2013（平成25)年11月16日（土）14:00 〜 7:00
「『英語の授業は英語で』を考える」
　滋賀県立水口高等学校の吉野欽哉先生からの英

語で行う授業の実践報告を下に、 目の前にいる生徒

にどう対応していくべきかを考えたい。 全英連の日程

と重なったが、 熱気溢れる話し合いを皆さんとしよう。

＊＊第 27 回勉強会 「英語の教え方教室」 ＊＊

2013（平成 25) 年 12 月 7 日（土）14:00 〜 7:00
「新課程「英語表現Ⅰ」の授業をどう教えるか」
　和歌山県立那賀高等学校の加藤統久先生にコミュ

ニケーションの場面を設定しその場面に応じた多くの

英語表現活動を取り入れた授業の工夫を話して頂く。

書 籍 
紹 介

　　　  編集後記 / 第 26・27 回勉強会案内

   

2013(平成 2５)年 12 月７日（土） 14:00~17:00 
大阪女学院大学 教員養成センター  

 

  第 27 回勉強会「英語の教え方教室」 
        ̶「英語の教え方教室」は、日頃の授業の悩みや工夫を話し合う自由参加の勉強会ですー 

お問い合わせ：中井 弘一 nakai@wilmina.ac.jp 

新課程「英語表現 Ⅰ」の授業をどう教えるかー現状と課題̶ 
 

和歌山県立那賀高等学校 加藤 統久 教諭  
        
  
 

 今年度から、「コミュニケーション英語Ⅰ」とともに「英語表現Ⅰ」という科目が高等学校で教えられている。加藤先生は、従来の「ＯＣを表看板にし

た文法授業」の形態を踏襲するのではなく、コミュニケーションの場面を設定し多くの英語表現を行い、英語の運用能力をつけることが新学習指導要領の

科目設定の意図と理解しているが、英語科教員一人一人の心の中には、『文法を体系的に教えないと結局何も残らない。大学入試に対応できる力が付かな
い。』という考えも根強い。「教科書をどこまで使うか」「文法書と文法問題集は使うのか使わないのか」「表現活動を授業の中でどれだけできるか」「考

査はどのようなものになるか」新しい科目の教え方に対する英語科教員一人一人のイメージを新年度が始まって以来擦り合わせて来られた。 

  今回の勉強会では、その擦り合わせ経緯の簡単な説明のあと、加藤先生の授業で生徒が書いた自由英作文の提出物や、何度も会議を重ねて作成した第２
回考査問題の30％を占めるライティング（自由英作文）＜書くテーマは当日の問題用紙に示し、事前には知らさない。辞書は使用できない＞についてご紹

介願い、参加者の皆さんからの意見もいただきながら、新科目の授業デザインの工夫について話し合っていきたいと考えています。明日からの授業を更に

深めるためにも、ぜひお越しください。 
 

ー みんなで話し合ってみませんか 英語授業でのちょっとした工夫を ー 
 

	    

2013(平成 25)年 11 月 16 日（土） 14:00~17:00 
大阪女学院大学 教員養成センター  

  
   第 26 回勉強会「英語の教え方教室」 

        ̶「英語の教え方教室」は、日頃の授業の悩みや工夫を話し合う自由参加の勉強会ですー   

お問い合わせ：中井 弘一 nakai@wilmina.ac.jp 

̶「英語の授業は英語で」を考えるー 
 

滋賀県立水口高等学校 吉野 欽哉 教諭 

        
  
■	 「GUEP（Global Understanding through English Presentation）の授業紹介と工夫」 

   ̶兵庫県立国際高等学校での特色ある英語授業を推し進める取り組み̶ 
                  兵庫県立国際高等学校  真田 弘和 教諭 

        
  
 

 滋賀県立水口高等学校は、滋賀県甲賀市水口町梅が丘にある県立高等学校で、通称は「水高」（すいこう）である。1908
年(明治 41 年)、水口城跡に創立した県立水口農林学校が前進である。今回は、水口高校の吉野先生に発表・報告をお願いし
た。 
 さて、高等学校では新学習指導要領が今年度より施行され、「英語の授業は英語で行う」が基本となった。この基本姿勢
に対し、吉野先生は具体的にどう進めるべきかを悩みながらもその授業実践を試行錯誤されてきた。勉強会では、吉野先生
にこれまでの実践を報告していただいたことをもとに、その課題は何なのか、これまでのやり方とどう異なるのか、「英語
の授業は英語で行う」で何がどう変わるのかなどを参加者の皆さんと話し合いながら、目の前にいる生徒にどう対応してい
くべきかを考えたい。日頃の実践で、課題意識をお持ちの先生方、是非参加してともに話し合いませんか。 
 
 

ー みんなで話し合ってみませんか 英語授業でのちょっとした工夫を ー 

東福寺通天橋紅葉幻想 


